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花
粉
の
季
節
が
今
年
も
や
っ
て
き
ま
し
た
。
花
粉
症
は
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
の
一
種
で
す
。
漢
方
薬
で
の

対
応
は
大
き
く
２
つ
に
分
か
れ
ま
す
。
「
①
鼻
水
や
鼻
づ
ま
り
、
く
し
ゃ
み
等
の
症
状
を
改
善
す
る
即
効

型
漢
方
薬
」
と
「
②
根
本
治
癒
を
目
指
し
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
を
改
善
す
る
長
期
型
漢
方
薬
」
で
す
。

漢
方
薬
は
眠
く
な
る
成
分
が
入
っ
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
副
作
用
も
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
体
質
改
善

を
基
本
と
し
て
い
る
の
で
、
冷
え
等
、
他
の
気
に
な
る
症
状
の
改
善
も
期
待
で
き
ま
す
。

花
粉
症
に
な
っ
て
か
ら
、
対
策
す
る
の
で
は
な
く
、
日
頃
か
ら
キ
チ
ン

と
養
生
を
し
、
体
質
改
善
に
力
を
入
れ
る
こ
と
で
、
快
適
な
春
を
迎
え

ま
し
ょ
う
。

ま
ず
は
こ
れ
で
「
血
」
の
質
を
改
善
。

シ
ジ
ュ
ウ
ム
茶

菊
花
茶

目
の
充
血
が
気
に
な
る
方
。

ル
イ
ボ
ス
テ
ィ
ー

抗
酸
化
作
用
に
よ
り
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
を
改
善
。

紫
蘇
葉

皮
膚
や
粘
膜
の
弱
い
方
に
。

十
薬
（
ど
く
だ
み
）

吹
き
出
物
が
あ
り
、
ま
た
腸
の
動
き
も
悪
い
方
。

青
汁

鼻
が
熱
っ
ぽ
い
。
頭
も
ぼ
ん
や
り
し
て
し
ま
う
方
に
。

～
民
間
薬
よ
も
や
ま
話
～

第　

回　

お
茶
で
花
粉
症
対
策　

７２

①
　

鼻
水
、
く
し
ゃ
み
に
は
小
青
龍
湯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
代
表
格

(

シ
ョ
ウ
セ
イ
リ
ュ
ウ
ト
ウ
）

②
　

体
質
改
善
　
ア
レ
ル
ゲ
ン
に
強
い
身
体
を
作
る

　

一
度
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ち
な
み
に
こ
の
名
前
の
由
来
で
す
が
、
ま
ず
「
青
」
は

主
成
分
の
「
麻
黄 

　
　
　

」
の
色
だ
そ
う
で
す
。
そ
し
て
「
龍
」
で
す
が
龍
は
「
水
」
と
深
い
関
係
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
由
来
か
ら
、
体
内
に
余
分
な
水
が
溜
ま
っ
て
い
る
体
質
の
方
向
き
の
処
方
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

こ
の
処
方
は
、
体
の
内
部
や
気
道
、
肺
を
温
め
、
し
つ
こ
い
水
の
滞
り
を
取
り
去
る
処
方
で
す
。
冬
に
薄
着
を

す
る
、
冷
た
い
サ
ラ
ダ
や
刺
身
等
体
を
冷
や
す
食
べ
物
を
食
べ
る
、
ま
た
気
温
が
急
激
に
下
が
っ
た
り
す
る
こ
と

で
寒
邪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
体
の
中
に
侵
入
し
、
同
時
に
水
の
流
れ
も
悪
く
な
る
方
に
オ
ス
ス
メ
で
す
。

　

病
院
や
市
販
の
粉
薬
が
効
か
な
か
っ
た
方
は
、
煎
じ
薬
を
試
し
て
み
る
の
も
一
つ
の
手
で
す
。

一
五
六
五
年
に
イ
タ
リ
ア
で
報
告
さ
れ
た
の
が
世
界
初
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
日
本
で
は
一
九
六
四
年
に
ス
ギ
花
粉
症
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
日
本
の
ス
ギ
花
粉
症
、
実
は
戦
争
で
焼
け
落
ち
た
山
々
に
大

量
に
植
林
さ
れ
た
杉
が
長
い
年
月
を
か
け
て
育
ち
、
大
量
の
花
粉
を
飛

散
さ
せ
て
い
る
の
が
原
因
の
一
つ
な
の
だ
そ
う
で
す
。

症
状
に
合
わ
せ
て
組
み
合
わ
せ
、
お
飲
み
下
さ
い
。

①
ア
ク
の
強
い
食
べ
物
や
外
来
性
の
食
べ
物
は
血
を
汚
し
て
し
ま
う
こ

と
が
多
く
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
助
長
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

野
菜
、
魚(

特
に
青
魚
が
オ
ス
ス
メ
）、
脂
肪
分
の
少
な
い
お
肉
で
、

和
食
中
心
の
食
事
を
心
が
け
て
下
さ
い
。

動
物
性
の
タ
ン
パ
ク
質
、
乳
製
品
、
甘
い
も
の
、
水
も
の
や
生
も
の
、

冷
た
い
も
の
、
揚
げ
も
の
、
パ
ン
、
コ
ー
ヒ
ー
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を

控
え
る
。

②
寒
邪
に
侵
さ
れ
て
い
る
人
は
、
春
の
風
邪(

フ
ウ
ジ
ャ…

カ
ゼ
と
一
緒

に
入
っ
て
く
る
良
く
な
い
も
の
）
に
も
侵
さ
れ
や
す
い
た
め
、
お
風
呂
に

入
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、
血
流
を
良
く
し
、
体
を
温
め
ま
し
ょ
う
。

③
適
度
な
運
動
を
。
汗
を
か
く
こ
と
に
よ
っ
て
体
に
溜
ま
っ
た
水
分
を

排
出
さ
せ
、
ま
た
血
流
を
良
く
し
ま
す
。

④
不
規
則
な
生
活
は
避
け
、
就
寝
時
間
を
早
め
に
す
る
。

⑤
ス
ト
レ
ス
対
策
を
。
ス
ト
レ
ス
は
免
疫
力
を
低
下
さ
せ
ま
す
。

　

体
質
改
善
を
し
て
外
か
ら
の
病
原
体
の
侵
入
を
防
ぐ
こ
と
も
大
変
重
要
で
す
。
疲
れ
や
す
い
、
食
生
活
が
不
規
則
、

寝
不
足
で
は
体
を
守
る
「
衛
気
」
が
養
わ
れ
ま
せ
ん
。
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
普
段
か
ら
衛
気
の
元
と
な
る

「
脾　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
「
肺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

「
腎　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
を
強
く
し
ま
し
ょ
う
。

（
食
物
を
消
化
吸
収
し
、
気
血
を
作
り
出
す
働
き
）

（
呼
吸
器
や
皮
膚
か
ら
ガ
ス
交
換
を
行
い
、
ま
た
全
身
へ
水
を
分
配
さ
せ
る
働
き
）

（
ホ
ル
モ
ン
系
、
自
律
神
経
系
、
免
疫
系
の
力
を
高
め
る
働
き)

①花粉症の症状改善②根本治癒

汗
を
か
き
に
く
く
、
鼻
が
詰
ま
り
、
肩
こ
り
や
頭
痛
の
ひ
ど
い
方
。
節
々
が
痛
む
方
に
も
。

汗
か
き
で
、
お
小
水
も
遠
く
、
む
く
み
や
す
い
方
に
。
目
の
か
ゆ
み
が
強
い
方
に
も
。

体
内
に
熱
が
こ
も
り
、
痰
も
黄
色
く
粘
つ
く
、
鼻
づ
ま
り
は
も
ち
ろ
ん
、
嗅
覚
も
鈍
る
方
に
。

麻
黄
が
入
っ
て
い
な
い
の
で
妊
婦
さ
ん
に
も
安
心
。
小
青
龍
湯
の
裏
の
処
方
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

辛
夷
清
肺
湯
（
シ
ン
イ
セ
イ
ハ
イ
ト
ウ
）

あ
ま
り
食
欲
が
な
い
痩
せ
た
方　

む
く
み
や
す
い
方
に
。

手
足
が
重
く
だ
る
く
、
眼
光
に
力
が
な
く
、
声
も
元
気
の
な
い
方
に
。

六
君
子
湯
（
リ
ッ
ク
ン
シ
ト
ウ
）

補
中
益
気
湯
（
ホ
チ
ュ
ウ
エ
ッ
キ
ト
ウ
）

足
腰
が
冷
え
、
息
が
深
く
吸
え
な
い
方
、
筋
骨
が
弱
い
方
に
。

八
味
地
黄
丸
（
ハ
チ
ミ
ジ
オ
ウ
ガ
ン
）

（
リ
ョ
ウ
カ
ン
キ
ョ
ウ
ミ　

シ
ン
ゲ
ニ
ン
ト
ウ
）

苓
甘
姜
味
辛
夏
仁
湯

（
エ
ッ
ピ
カ
ジ
ュ
ツ
ト
ウ
）

越
婢
加
朮
湯

（
マ
オ
ウ
）

（
カ
ン
ジ
ャ…

冬
の
寒
さ
、
冷
え
）

（
カ
ッ
コ
ン
ト
ウ 

カ 

セ
ン
キ
ュ
ウ
シ
ン
イ
）

葛
根
湯
加
川　

辛
夷　

弓

漢方薬
　例

小青龍湯
以外では

そ
も
そ
も

花
粉
症

と
は
・
・
・

今
年
の

飛
散
量

北
海
道
や
四
国
、
九
州
の
一
部
で
は
例
年
よ
り
も

飛
散
量
は
や
や
多
く
な
る
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
名
古
屋
を
含
む
そ
の
他
の
地
域
は
昨
年

の　

％
以
下
の
量
と
の
環
境
省
の
発
表
で
す
。
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